
調達要求番号: 5SZB1AG0004

1　 総則
    この仕様書は、自衛隊福岡病院において使用する下記の器材の撤去役務に
  適用する。

2　 撤去に関する要求

2.1   対象器材

単 位 数 量

式 1

2.2   撤去内容

(1) 解体・撤去作業　（別紙第１に示すとおり）。 １式

(2) 搬出作業（Ｘ線テレビ装置関連器材全て含む）。 １式

2.3   場所

自衛隊福岡病院　本館２階　放射線技術課（透視室）

3   一般事項

(1) 撤去作業日時は、令和８年１月４日（日）０９００～１７００とする。

(2) 撤去後の補修は、令和８年１月５日（月）～令和８年１月９日（金）の間とする。

(3) 撤去に伴い、他の施設、物品等に汚染又は損傷を与えた場合は、係官に報告し指示に

従い速やかに現状に復旧すること。

(4) 搬出経路は、係官の指示による。

(5) 撤去後の器材は、係官の指示する場所（病院敷地内）に種別ごと整理し引渡する。

4 　監督・検査

撤去及び補修完了後、係官立会の上完成検査を実施する。

5   その他

細部について、不明な事項は係官と調整する。

－１－

品    名  ･  規   格 備  考

Ｘ線テレビ装置，多用途型，２型
SONIALVISION Safire17

撤  去

作成部課等名 福病衛材

福病Ｃ－衛－Ｔ－５９

Ｘ線テレビ装置，多用途型，２型撤去
作    成 　７．９. ９
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物品番号 仕 様 書 番 号

変    更 　   ．  ．



別紙第１

 (1) 床の補修範囲は、９００mm×１０００mm。

 (2) 壁塗装は、合成樹脂エマルジョンペイントとする。

 (2) 床材はビニル床シート（耐動荷重性厚２．０mm）とする。

－２－

病院本館２階

（放射線技術課、透視室）

１　解体・撤去作業内容

１.１ Ｘ線テレビ装置解体撤去作業（付属の高電圧発生装置、操作ＰＣ含む）。

１.２ タカネ式注腸装置、高電圧発生装置から電源部取り外し。

１.３ テレビ装置本体のベースプレート撤去後の床補修。

１.４ 高電圧発生装置撤去後の壁補修。

１.５ 撤去の際は、各出入口、廊下、エレベータ内の養生を行うこと。

 (1) 壁の補修範囲は、Ｗ４０２０mm×Ｈ２７００mm。

第１撮影室

歯科撮影室

第２撮影室

操作室

透視室

ＴＶ装置

操作ＰＣ

高電圧発生装置

ﾍﾞｰｽ

ﾌﾟﾚｰﾄ
900mm

1000m


